






目的 

乳児ビタミン K(以下 VK)欠乏性出血症について本研究班が行った全国疫学調査では,本症

の発症には季節変動があり,夏期に多く,冬期に比較し約 2倍の率で発症している。又,本症

の発症誘因の一つとして腸内菌叢の VK 産生の低下ないしは腸内菌叢の異常が示唆されて

いる。 

そこで我々は,健常乳児において腸内菌叢に季節変動が認められるかどうか母乳栄養児人

工栄養児につき検討したので報告する。 


